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中
華
人
民
共
和
国
江
蘇
省
淮
安
市
淮
安

区
と
交
流
を
始
め
て
以
来
11
回
目
を
迎
え

た
中
学
生
に
よ
る
交
流
事
業
。
今
年
も
８

名
の
中
学
生
が
選
ば
れ
、
引
率
者
４
名
を

含
む
12
名
の
研
修
団
で
、
中
国
訪
問
を
体

験
し
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
、
山
本
泰
弘
事
務
局
長
を

団
長
に
し
た
研
修
団
は
、
８
月
18
日
の
壮

行
式
に
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
決
意
を
胸

に
出
発
し
ま
し
た
。
８
月
23
日
ま
で
の
６

日
間
、
歓
迎
会
を
は
じ
め
周
恩
来
総
理
の

生
家
・
記
念
館
や
孫
悟
空
の
作
者
呉
承
恩

氏
生
家
の
見
学
、
小
学
校
や
中
学
校
へ
の

訪
問
な
ど
を
行
い
、
そ
の
間
、
中
学
生
は

２
泊
３
日
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も
体
験
し
ま

し
た
。

　
こ
の
研
修
で
、
中
学
生
は
海
外
へ
の
興

味
関
心
を
高
め
、
異
文
化
を
肌
で
感
じ
る

こ
と
に
よ
り
、
国
際
理
解
の
基
本
で
あ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
協
力
す
る

力
を
育
み
、
視
野
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

　

中
学
生
の
交
流
後
の
感
想
文
を
読
む

と
、
大
人
と
は
違
っ
た
純
粋
な
思
い
や
、

感
受
性
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
月
の
特
集
は
、
中
学
生
訪
問
研
修
で

の
交
流
の
様
子
や
団
員
の
感
想
の
一
部
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

淮
安
市
淮
安
区
と
の

�

友
好
提
携
協
定

　
互
い
の
信
頼
と
友
情
を
深
め
、
日

中
国
交
回
復
と
友
好
に
生
涯
を
尽
く

し
た
岡
崎
嘉
平
太
氏
（
１
８
９
７
年

～
１
９
８
９
年
）
と
周
恩
来
総
理

（
１
８
９
８
年
～
１
９
７
６
年
）
の

ふ
る
さ
と
で
あ
る
吉
備
中
央
町
と
中

国
江
蘇
省
淮
安
市
淮
安
区
は
、
二
人

の
遺
志
を
受
け
継
ぎ
、
１
９
９
３
年

に
互
い
に
表
敬
訪
問
を
行
い
、
意
向

書
を
交
換
。
１
９
９
５
年
に
覚
書
、

１
９
９
９
年
に
友
好
提
携
協
定
を
結

び
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
訪
問
団
、
親
善
交
流

生
等
の
相
互
派
遣
を
通
し
て
文
化
交

流
を
行
い
、
相
互
の
友
好
の
絆
を
深

め
て
い
ま
す
。

～中華人民共和国江蘇省淮安市淮安区との国際交流～
吉備中央町 中学生国際交流研修
特集
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町長からの親書を淮安区副区長へ手渡す団長 学生リーダー 渡邊希美さんによる決意表明

少し緊張した壮行式

紅軍小学校にて卓球で友好交流

周恩来記念館

紅軍小学校（周恩来総理母校）
ホームステイ先で、小さな子ども

さんからもおもてなし

実験中学校にて、
折り紙で友好交流

水を飲むとき、井戸を掘った人の
思いを忘れない
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加賀中学校  教諭
千田  雅之さん

　私が中国淮安市を訪れて一番に感じた
ことは、吉備中央町と淮安市との交流の
深さです。また、中国のここ10年の目
覚ましい発展とともに、改めて日本人の
「勤勉さ」や「譲り合いの精神」など、
素晴らしさを再確認することができた研
修になりました。

副団長  国際化推進協会
堀口  修さん

　急速に発展していく中国を再訪問
し、今後もさらに相互理解を深め、
友好交流を大切にしていきたいと感
じました。

町協働推進課
根本  喜代香さん

　中国で感じた色は≪赤≫「中国の
人たちはどうしてこんなに赤が好き
なの？」「赤はお祝いの色だからよ！」
淮安区の皆さん、訪問団訪中をいつ
も歓迎してくれてありがとう！

　
今
回
友
好
交
流
都
市
で
あ
る
中
華
人
民
共
和
国
江
蘇

省
淮
安
市
淮
安
区
を
訪
問
す
る
こ
と
が
で
き
大
変
光
栄

に
思
っ
て
い
ま
す
。
吉
備
中
央
町
の
名
誉
町
民
で
あ
る

岡
崎
嘉
平
太
先
生
と
淮
安
区
出
身
の
周
恩
来
総
理
と
が

築
い
た
友
好
の
絆
が
い
か
に
固
い
も
の
で
あ
っ
た
か
を

直
に
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
岡
崎
先
生
は
、
今
か
ら
55
年
前
に
初
め
て
中
国
を
訪

問
し
、
周
総
理
と
運
命
的
な
出
会
い
を
し
ま
し
た
。
周

総
理
は
、「
日
本
は
我
が
国
を
侵
略
し
、
人
民
を
傷
つ
け

苦
し
め
て
き
ま
し
た
。
我
々
に
は
そ
の
深
い
恨
み
が
あ

る
の
で
す
。
恨
み
が
あ
る
と
い
え
ど
も
、
中
国
と
日
本

に
は
二
千
年
に
わ
た
る
『
友
好
の
歴
史
』
が
あ
り
ま
す
。

戦
争
に
よ
る
不
幸
な
歴
史
は
、
わ
ず
か
数
十
年
に
過
ぎ

な
い
の
で
す
。
我
々
は
恨
み
を
忘
れ
よ
う
と
努
力
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
中
日
が
力
を
合
わ
せ
て
、
ア
ジ

ア
を
良
く
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
話
さ

れ
、
岡
崎
先
生
は
そ
の
言
葉
に
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
お
互
い
を
信
じ
あ
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
二
人
の
努
力
に
よ
り
、
両
国
の
間
に
「
日
中
総
合
貿

易
に
関
す
る
覚
書
」が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
正
式
な
国
交
が
10
年
後
に
結
ば
れ
る
こ
と
と
な

り
、
日
中
国
交
正
常
化
の
際
に
は
、
当
時
の
田
中
角
栄

総
理
が
北
京
を
訪
問
す
る
２
日
前
に
周
総
理
は
岡
崎
先

生
を
も
て
な
す
た
め
に
食
事
会
を
開
き
、「
中
国
に
は『
水

を
飲
む
と
き
に
は
、
そ
の
井
戸
を
掘
っ
て
く
れ
た
人
を

忘
れ
な
い
』
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
間
も
な
く
田

中
総
理
は
中
国
に
来
ら
れ
、
国
交
は
正
常
化
し
ま
す
。

し
か
し
そ
の
井
戸
を
掘
っ
た
の
は
岡
崎
さ
ん
、
あ
な
た

で
す
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
友
好
の
懸
け
橋
を
築
い
た

二
人
に
は
語
り
尽
く
せ
な
い
ほ
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
淮
安
市
は
、
訪
問
す
る
前
に
私
が
想
像
し
て
い
た
町

の
風
景
と
は
全
く
違
っ
て
大
都
会
で
し
た
。
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
が
建
ち
並
び
高
級
車
が
行
き
交
い
、
高
速
鉄
道

が
建
設
さ
れ
る
な
ど
中
国
の
経
済
発
展
の
凄
さ
に
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。
歓
迎
会
で
は
淮
安
区
の
副
区
長
を
は
じ

め
多
く
の
方
々
か
ら
熱
烈
歓
迎
を
受
け
、
二
人
が
築
い

た
友
好
の
絆
は
脈
々
と
息
づ
い
て
い
る
と
知
ら
さ
れ
ま

し
た
。
周
総
理
の
生
家
や
記
念
館
、
い
ろ
い
ろ
な
施
設

を
案
内
し
て
い
た
だ
き
中
国
の
雄
大
さ
を
目
の
当
た
り

に
し
ま
し
た
。
ま
た
食
事
も
和
食
や
洋
食
が
出
て
大
変

気
を
使
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
中
学
生
た
ち
は
、
日
本
の
日
常
の

生
活
と
は
違
う
体
験
が
で
き
た
り
、
普
段
家
庭
で
食
べ

る
こ
と
の
な
い
料
理
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
は
大
変
親
切
に
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
淮
安
市
と
の
交
流
を
体
験
す
る
こ
と
で
中
国
の
こ
と

を
多
面
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
自
分
を
広
げ
る
」
場
で

あ
り「
自
分
を
見
つ
め
る
」場
で
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

文
化
や
習
慣
が
違
う
人
と
接
す
る
こ
と
で
自
分
の
枠
が

広
が
る
と
同
時
に
、
自
分
と
い
う
軸
を
考
え
る
き
っ
か

け
に
な
り
ま
し
た
。
お
互
い
を
理
解
し
合
う
貴
重
な
交

流
が
で
き
た
６
日
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

江蘇省淮安市淮安区訪問感想

訪問団団長　
吉備中央町教育委員会事務局

山　本　泰　弘
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木林  璃久さん
（２年）

　中国の文化や、人々、そして
国のことを知れて、とてもよ
かったです。また、行く機会が
あれば行ってみたいです。

早川  幸来さん
（３年）

　私は、この中国の研修でホー
ムステイが一番心に残りまし
た。中国語が話せなくても、英
語や翻訳アプリを使って家族と
交流をしました。

渡邊  希美さん
（３年・リーダー）

　私は、この中国の研修を通して、
言葉の大切さについて学びました。
なかなか思うように話せなくて悩ん
だけど、言葉を超えてつながること
ができてよかったです。これからに活
かして頑張っていきたいです。

堀  琢磨さん
（3 年・サブリーダー）

　今回の中国研修では、日本と
中国の文化の違いが学べて、と
ても楽しかったです。今回、支
えてくださった方に感謝しま
す。

早川  明来さん
（３年）

　この研修で思ったことは、「百
聞は一見に如かず」です。中国
は怖い国なのかなと思っていた
けど、実際には優しくていい国
でした。

伊集院  隆史さん
（１年）

　５泊６日の中国での生活は、
とても充実しました。現地のホ
ストファミリーとも団員の友達
ともとても仲良く過ごすことが
できました。

西﨑  生時さん
（２年）

　ぼくは今回の研修で中国の歴
史、マナー、文化を知ることが
できました。このことを活かし
て町の発展に協力したいです。

下山  悠太さん
（１年）

　いろいろな会やたくさんの食
事で、淮安の人たちが僕たちを
歓迎してくださったことがとて
も印象に残った研修会でした。

中学生国際交流研修に
参加した

訪問団員から
一言コメントを
もらいました。
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「
瀬
戸
内
部
品
株
式
会
社
」

ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認
定
企
業
に

　

９
月
27
日
、
厚
生
労
働
大
臣
認
定

「
ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認
定
企
業
」
と
し
て
、

瀬
戸
内
部
品
株
式
会
社
が
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
認
定
制
度
は
、
正
社
員
の
有
給

休
暇
取
得
実
績
が
高
く
、
時
間
外
労
働

等
が
少
な
く
、
若
者
の
離
職
率
が
低
い

な
ど
の
基
準
を
満
た
す
企
業
の
み
が
認

定
さ
れ
る
も
の
で
、
町
内
で
は
２
社
目

の
認
定
企
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
末
現
在
の
岡
山
県
内
に
お
け
る

認
定
企
業
は
７
社
で
、
同
社
は
、
若
者
の

採
用
・
育
成
に
積
極
的
で
雇
用
管
理
が

優
良
な
企
業
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
地
方
教
育
行
政

功
労
者
表
彰
を
受
賞

　

10
月
13
日
、
町
教
育
長
の
津
島
雅
章

さ
ん
が
、
平
成
29
年
度
地
方
教
育
行
政

功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
、
文
部
科
学

省
（
東
京
都
）
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
方
教

育
行
政
の
充
実
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
、

顕
著
な
功
績
を
収
め
た
方
に
対
し
て
贈

ら
れ
る
も
の
で
、
県
内
で
は
津
島
教
育

長
を
含
め
２
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
、
津
島
教
育
長
は
「
町

民
や
議
会
の
皆
さ
ま
、
町
長
を
は
じ
め

町
職
員
の
ご
理
解
や
ご
協
力
が
あ
り
、

こ
の
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト

　

９
月
15
日
か
ら
10
月
14
日
ま
で
、
ロ

マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館
前
で
、『
吉

備
中
央
町
花
い
っ
ぱ
い
運
動
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
』
の
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
町
観
光
協
会
が

行
っ
て
い
る
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
参
加

し
、
町
内
の
環
境
美
化
や
き
れ
い
な
地

域
づ
く
り
を
促
進
し
た
様
子
を
写
し
た

写
真
を
応
募
し
、
来
場
者
が
気
に
入
っ

た
作
品
に
投
票
で
き
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、
18
団
体
が
本
コ
ン
テ
ス

ト
に
出
展
し
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

観
光
協
会
長
賞�

川
西
活
動
組
織　
95
票

花
い
っ
ぱ
い
運
動
実
行
委
員
会
長
賞

�

後
山
根　
26
票

審
査
員
特
別
賞�

山
神
池
組
織　
17
票

　

な
お
、
表
彰
式
は
来
年
度
、
町
観
光

協
会
の
総
会
で
行
わ
れ
ま
す
。

ち
び
っ
子
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
開
催

　

９
月
23
日
、
下
竹
荘
公
民
館
で
『
大

昔
の
人
の
く
ら
し
を
楽
し
く
学
ぼ
う
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
町
内
の
小
学
生
43
名
が
参

加
。
参
加
者
は
、
弥
生
時
代
の
人
々
の

暮
ら
し
を
学
び
な
が
ら
、
美
し
い
勾
玉

と
稲
穂
を
摘
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
ほ

ど
の
石
包
丁
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
ち
び
っ
子
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
は
、「
子

ど
も
た
ち
に
感
動
を
！
」「
子
ど
も
た
ち

に
夢
を
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
町

内
の
小
学
生
を
対
象
に
、
乗
馬
体
験
や

ケ
ー
キ
づ
く
り
な
ど
、
年
８
回
い
ろ
い

ろ
な
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

まちの話題まちの話題

川西活動組織の作品
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Topics
� of the Town

岡
山
県
み
ど
り
の
大
会

�

２
０
１
７

　

10
月
１
日
、
吉
備
中
央
町
Ｆ
Ｏ
Ｓ
少

年
団
連
盟
み
ど
り
の
少
年
隊
が
、『
岡
山

県
み
ど
り
の
大
会
２
０
１
７
』
に
参
加

し
ま
し
た
。

　
本
年
度
も
吉
備
中
央
町
が
開
催
地
と

な
り
、同
日
に
開
催
さ
れ
た
「
わ
っ
し
ょ

い
和
ん
さ
か
吉
備
高
原
フ
ェ
ス
タ
」
と

の
共
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の

表
彰
、
み
ど
り
の
少
年
隊
交
流
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
交
流
会
の
中
で
、
ロ
シ
ア

で
開
催
さ
れ
た
み
ど
り
の
少
年
隊
国
際

交
流
事
業
の
活
動
発
表
が
あ
り
、
有
意

義
な
交
流
や
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
主
催
者
と
来
賓
、
町
隊
員
が

オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
３
本
の
記
念
植
樹
を

行
い
ま
し

た
。

一
輪
車
い
っ
ぱ
い
乗
る
ぞ
！

　

10
月
４
日
、
吉
備
高
原
小
学
校
で
一

輪
車
の
寄
贈
に
よ
る
活
用
開
始
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
日
本
一
輪
車
協
会
が
、

日
本
宝
く
じ
協
会
の
助
成
を
受
け
、
体

力
向
上
に
励
ん
で
い
る
学
校
に
対
し
一

輪
車
を
寄
贈
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
、

低
学
年
用
と
高
学
年
用
の
一
輪
車
10
台

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

開
始
式
で
は
、
県
教
育
委
員
会
の
方

か
ら
６
年
生
の
清
山
さ
ん
に
一
輪
車
が

手
渡
さ
れ
た
後
、
５
年
生
の
代
表
者
４

人
が
新
し
い
一
輪
車
に
乗
り
、
い
ろ
ん

な
技
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
一
輪
車
は
体
育
の
授
業
や
休

み
時
間
等
で
有
効
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
地
球
い
き
い
き
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト 

イ
ン 

吉
備
中
央
町

　

10
月
８
日
、
加
茂
市
場
の
総
社
宮
で
、

「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
地
球
い
き
い
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

イ
ン 

吉
備
中
央
町
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
実
施
す
る
社
員
と

旅
行
者
が
一
緒
に
な
り
、
地
域
の
環
境
美

化
や
交
流
を
通
し
て
、
観
光
地
の
活
性
化

を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
加
茂
大
祭
の
前
に
清
掃
活

動
を
行
い
、
清
掃
後
は
お
祭
り
会
館
で

加
茂
大
祭
の
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
内
の
農
家
民
宿
で
野
菜
の
収

穫
体
験
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
む
な

ど
、
加
茂
大
祭
の
歴
史
を
学
ぶ
と
と
も

に
、
町
の
魅
力
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
多
く
が
「
こ
の
よ
う
な
楽

し
そ
う
な
祭
り
が
あ
る
事
を
初
め
て

知
っ
た
。
ぜ
ひ

参
加
し
た
い
」

「
岡
山
県
下
三

大
祭
り
の
内
、

２
つ
が
吉
備
中

央
町
に
あ
る
と

は
驚
い
た
」
と

話
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

吉
備
高
原
車
い
す
ふ
れ
あ
い

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

　
10
月
８
日
、
秋
晴
れ
の
吉
備
高
原
で
、

第
30
回
岡
山
吉
備
高
原
車
い
す
ふ
れ
あ

い
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
開
催
さ
れ
、

１
，４
５
３
名
の
選
手
が
参
加
し
ま
し

た
。
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
あ
る
コ
ー
ス
に

加
え
、
例
年
よ
り
も
気
温
が
高
く
、
参

加
し
た
選
手
に
は
過
酷
な
レ
ー
ス
と
な

り
ま
し
た
が
、
多
く
の
声
援
を
受
け
な

が
ら
懸
命
に
走
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

今
回
30
回
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
伊

原
木
県
知
事
も
参
加
し
て
、
大
会
を
盛

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
会
場
に
は
地
域

の
方
々
の
屋
台
が
出
店
し
て
お
り
、
完

走
し
た
選

手
は
、
秋

の
味
覚
も

満
喫
し
て

い
ま
し

た
。
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役場からのお知らせ

消
費
生
活
相
談
会

　

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
を
消
費
生

活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。「
困
っ
た
な
」と
思
っ

た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談

を
！！
（
当
日
受
付
可
）

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・�

は
が
き
、携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
不
当
請
求
・
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務

・
そ
の
他
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す
。

※
匿
名
で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
６

行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談

　

行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご

と
相
談
）を
次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
会

　

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る
年
金

請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本
年
金
機
構
高

梁
年
金
事
務
所
の
職
員
が
お
答
え
し
ま
す
。

日
時　
12
月
20
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場　
吉
川
支
所
相
談
室

※�

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
12
月
19
日

㈫
正
午
ま
で
に
事
前
予
約
が
必
要
で

す
。（
受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
６

使
用
済
み
家
庭
用
蛍
光
管

を
収
集
し
ま
す
！

　

家
庭
で
使
用
し
た
蛍
光
管
を
、
リ
サ

イ
ク
ル
資
源
と
し
て
収
集
し
ま
す
。

　

収
集
コ
ン
テ
ナ
を
設
置
し
ま
す
の

で
、
使
用
済
み
家
庭
用
蛍
光
管
の
収
集

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
収
集
期
間
】

　

12
月
１
日
㈮
～
12
月
31
日
㈰
ま
で

【
収
集
場
所
】

　

加
茂
川
庁
舎
、
か
も
が
わ
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
長
田
地
区
農
村
公
園
、
豊

岡
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
、
旧
農
協
新
山
支

所
、
上
竹
荘
公
民
館
、
納
地
公
民
館
、

豊
野
公
民
館
、
下
竹
荘
公
民
館
、
吉
川

公
民
館
、
大
和
公
民
館
、
き
び
プ
ラ
ザ

【
対
象
蛍
光
管
】

　

家
庭
で
使
用
し
た
直
管
形
・
丸
形
・

電
球
形
の
蛍
光
管

※�

必
ず
外
箱
か
ら
出
し
て
割
れ
な
い
よ
う

に
、収
集
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※�

ひ
び
が
入
っ
て
い
た
り
、
割
れ
た
蛍

光
管
は
袋
に
入
れ
て
収
集
コ
ン
テ
ナ

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

　

白
熱
電
球
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
蛍
光
管
は
『
不

燃
ご
み
』の
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
事
業
所
の
も
の
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

※�

次
回
の
収
集
は
平
成
30
年
４
月
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課　

生
活
環
境
班

�

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
６

教
育
長
の
就
任
及
び
教
育
長

職
務
代
理
者
の
指
名
に
つ
い
て

【
教
育
長
】

　

吉
備
中
央
町
９
月
議
会
定
例
会
に
お

い
て
、
議
会
の
同
意
を
受
け
、
吉
備
中

央
町
教
育
委
員
会
教
育
長
に
津
島
雅
章

氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
平

成
29
年
10
月
30
日
か
ら
３
年
で
す
。

【
教
育
長
職
務
代
理
者
】

　

教
育
長
職
務
代
理
者
に
は
、
菱
川
徹

委
員
が
指
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
は
、
町
の
行
政
委
員
会

の
一
つ
で
教
育
に
関
す
る
一
般
方
針
の

決
定
、
そ
の
他
重
要
な
事
項
の
決
定
等

を
行
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

教
育
委
員
会　

教
育
総
務
班

�

☎
０
８
６
６

−

５
６

−

９
１
９
１

日　
に　
ち

会　
　
　
場

12
月
５
日
㈫

賀
陽
庁
舎
相
談
室

12
月
19
日
㈫

加
茂
川
庁
舎
相
談
室

相　
　
談

日時 12月21日㈭　午前９時～正午

会場 豊野公民館 かもがわ総合
福祉センター

内容 行政・人権・福祉 人権・福祉

●お問い合わせ先
　住民課　戸籍住民班� ☎0866-54-1316
　㈳社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所� ☎0866-54-1818
　　やすらぎ事業所� ☎0867-34-1522
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Information from office

元
気
も
り
も
り
教
室（
第
７
回
）

　

毎
回
好
評
の
元

気
も
り
も
り
教
室

で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
健
康
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
講
義
と
調

理
実
習
を
行
い
ま
す
。
今
回
は
、
自
分

の
心
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
、
家
で
も
続

け
ら
れ
る
簡
単
な
運
動
を
学
び
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
元
気
で
過
ご
せ
る
よ
う
、

今
か
ら
健
康
づ
く
り
を
始
め
ま
し
ょ

う
。

日　
時　
12
月
14
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

　
　
　
　
（
受
付
午
前
９
時
30
分
～
）

会　
場　
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
豊
野
17
）

内　
容　
運
動
実
施
・
心
の
健
康

講　
師　
Ｏ
Ｓ
Ｋ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

健
康
運
動
指
導
士

参
加
費　
１
０
０
円
（
調
理
実
習
費
）

※�

参
加
希
望
の
方
は
、
事
前
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
課　

地
域
保
健
班

�

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
２
６

い
き
い
き
運
動
教
室

　

い
き
い
き
運
動

教
室
は
、
毎
月
１

回
町
内
の
公
民
館

等
を
巡
り
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
運
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
仲
間
と
一
緒
に
楽
し
く
運
動
習
慣

を
身
に
付
け
ま
せ
ん
か
。

日
時
①　
12
月
３
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　
（
受
付　

午
前
９
時
30
分
～
）

会　
場　
納
地
公
民
館

内　
容　
誰
で
も
で
き
る
簡
単
体
操 

日
時
②　
12
月
12
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　
　
　
　
（
受
付　

午
後
１
時
～
）

会　
場　
津
賀
公
民
館

　
　
　
　
（
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

内　
容　

�

ロ
コ
モ
度
チ
ェ
ッ
ク
＆
座
っ

て
エ
ア
ロ

講　
師　
Ｏ
Ｓ
Ｋ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

健
康
運
動
指
導
士

参
加
費　
無
料

持
参
品　

�

室
内
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み

物
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※�

参
加
希
望
の
方
は
、
事
前
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
課　

地
域
保
健
班

�

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
２
６

住
み
た
い
ま
ち
定
住
奨
励

金
申
請
期
限
の
お
知
ら
せ

　

こ
の
制
度
は
、
吉
備
中

央
町
へ
の
若
者
の
定
住
を

促
進
し
、
町
の
担
い
手
の

確
保
を
図
り
つ
つ
、
明
る

く
活
気
に
あ
ふ
れ
る
吉
備

中
央
町
を
築
く
こ
と
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
奨
励
金
等
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
に
よ
る
就
業
奨
励
金
・
Ｕ

タ
ー
ン
奨
励
金
・
Ｉ
タ
ー
ン
奨
励
金
・
結

婚
祝
金
の
申
請
期
限
は
、
次
の
と
お
り

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
要
件
に
該
当
さ

れ
る
方
は
期
限
内
に
申
請
く
だ
さ
い
。

【
申
請
の
期
限
】

■�

就
業
奨
励
金
…
事
業
所
等
へ
就
業
し

た
日
か
ら
１
年
間

■�
Ｕ
タ
ー
ン
奨
励
金
…
転
入
の
日
か
ら

１
年
間

■�

Ｉ
タ
ー
ン
奨
励
金
…
転
入
の
日
か
ら

１
年
間

■
結
婚
祝
金
…
婚
姻
の
日
か
ら
１
年
間

　

交
付
対
象
と
な
る
要
件
等
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
せ
ん
た
く
日
和
」
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
定
住
促
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

定
住
促
進
課　

定
住
促
進
班

�

☎
０
８
６
７

−

３
４

−

１
１
１
６

申
告
の
準
備
は
お
早
め
に
！

今
か
ら
準
備
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う

　

農
業
・
営
業
等
の
事
業
所
得
や
不
動

産
所
得
又
は
山
林
所
得
が
あ
る
方
は
、

所
得
税
の
確
定
申
告
や
町
民
税
・
県
民

税
の
申
告
時
に
収
支
計
算
に
よ
る
申
告

が
必
要
で
す
。

　

毎
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

の
収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引

い
て
所
得
金
額
を
計
算
し
、
翌
年
の
３

月
15
日
ま
で
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
申
告
期

限
直
前
に
な
っ
て
あ
わ
て
な
い
た
め
に

も
、今
か
ら
準
備
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

税
務
課　

課
税
班

�

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
５

へそっぴー
ポイント
対象事業

へそっぴー
ポイント
対象事業
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役場からのお知らせ

平成30年度保育園・幼稚園・認定こども園園児募集
平成30年度の保育園・幼稚園・認定こども園の園児を募集します。
入園を希望する保護者の方は、申込期間内に書類を提出してください。

保 育 園 認定こども園 幼 稚 園

認定区分 保育認定：２・３号認定 教育認定：１号認定

対象年齢
１歳児～５歳児
〔大和保育園のみ０歳児
（６か月）から〕

０歳児（６か月）～５歳児 ３歳児～５歳児

対 象 者

乳幼児及び乳幼児の保護者が町内に住所を有し、保
育を必要とする事由に該当すること
①就労
②妊娠・出産
③保護者の疾病・障害
④同居親族などの介護・看護
⑤災害復旧
⑥求職活動
⑦就学（職業訓練を含む）
⑧虐待やDVのおそれがあること
⑨育児休業取得中に継続利用が必要であること
⑩その他町長が認める場合

町内在住の３・４・５歳児
（小学校区の園に入園）

〔こども園は学区がありません〕

保育料等
必要経費

住民税を算定根拠に保護者の所得に応じた額
（３歳児以上は8,500円が基本）

【月額】　保育料	 ０円　　
　　　　給食費	 4,500円程度
　　　　学級費等	 500円程度

保育時間 ７時30分～18時30分（月曜日～金曜日）
７時30分～17時（土曜日）

８時30分～14時

休 園 日

祝日・日曜日・国民の休日
年末年始休業日　12月29日～１月３日
　　　　　　　　４月１日（公立のみ）

祝日・土曜日・日曜日・国民の休日
学年始休業日　４月１日～４月７日
　夏季休業日　７月20日～８月31日
　冬季休業日　12月25日～１月７日
学年末休業日　３月27日～３月31日

延長保育
預かり保育

◎申請があった園児を対象に延長保育を実施する。 ◎�保護者が就労などのため預かり保育を希望した場合、
申請があった園児を対象に預かり保育を実施する。
預かり保育…14時～18時（月曜日～金曜日）
　　　　　　　８時～18時（長期休業中給食無）
預かり保育料…月額4,000円（８月　8,500円）
　　　　　　　１時間　200円

豊野・吉川保育園
　…18時30分～19時

吉備高原こども園（仮称）
…18時30分～19時
にこにこふたばこども園
…７時～７時30分
　18時30分～19時

申込期間 平成29年12月１日～12月22日

申込書類
支給認定申請書（就労証明書）・利用申込書 新規利用…支給認定申請書・利用申込書

継続利用…特に手続きは必要ありません

保育園・こども園・幼稚園・役場・支所で書類をお渡しします。

申 込 先 各保育園へ提出してください 各こども園へ提出してください 各幼稚園へ提出してください

年度途中
入　　園

入所希望２か月前から希望する
保育園・こども園・子育て推進課へ 希望するこども園・幼稚園・子育て推進課で随時受付

お問い合わせ先 　子育て推進課　☎0866－54－1328
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Information from office

太陽光発電設備に係る固定資産税（償却資産）の申告について
　家屋の屋根、土地等に太陽光発電設備を設置して発電量を売買する場合、設置した設備は、固定資産税（償却資産）
の課税対象となります。
　太陽光発電設備に係る課税区分は、下表のとおりです。課税対象となる太陽光発電設備を所有されている方は、平
成30年１月１日現在の所有状況等を記載した償却資産申告書を平成30年１月31日（水）までに税務課へ提出してく
ださい。

課税区分

設 置 者 全　量　売　電
（10kw以上の太陽光発電設備）

余　剰　売　電
（10kw未満の太陽光発電設備）

個　　　人

住宅や土地に設置した太陽光発電設備を事業の
用に供している場合は、売電するための事業用
の資産となり、発電に係る設備は償却資産とし
て課税の対象となります。

発電するための事業用資産とはならないため、
償却資産としては課税の対象外となります。

個人事業主
店舗やアパート、農業などの事業を営む個人が、その事業のために太陽光発電設備を設置した場合は、
事業の用に供している資産となり、発電出力量や全量売電か余剰売電かにかかわらず償却資産とし
て課税の対象となります。

法　　　人 事業の用に供している資産となるため、発電出力量や、全量売電か余剰売電かにかかわらず償却資
産として課税の対象となります。

※１　�償却資産申告書には、経済産業大臣から発行された【再生可能エネルギー発
電設備を用いた発電の認定について（通知）】及び電力会社との【電力受給
契約書】の写しを添付してください。

※２　�償却資産申告書用紙は、税務課（賀陽庁舎内）で受け取っていただくか、郵
送させていただきますので税務課までご連絡ください。また、町公式ホーム
ページからもダウンロードすることができます。

お問い合わせ先 　税務課　課税班　☎0866－54－1315

第７回「晴れの国岡山」駅伝競走大会
吉備中央町チーム選手募集

　岡山陸上競技協会の主催により、第７回「晴れの国岡山」駅伝競走大会が開催されます。吉備中央町からもチーム
を編成して出場予定ですので、出場希望の方は、吉備中央町体育協会事務局へお申し込みください。
　なお、申込者が多数の場合は選考により選手を決定いたします。
主　　催 	 岡山陸上競技協会
期　　日 	 平成30年１月28日㈰
会　　場 	 旭川・百間川ランニングコース
申込方法 	 ⑴　期　限　平成29年12月８日㈮ 締切
	 ⑵　方　法　体育協会事務局へ電話・FAX・窓口で申し込み
	 ⑶　お申し込み・お問い合わせ先
	 　　吉備中央町体育協会事務局（吉備中央町教育委員会内）
	 　　☎0866－56－9191　  0866－56－9393
そ の 他 	 出場資格等の詳細については、吉備中央町体育協会事務局にお問い合わせください。
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小
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…
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三 
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人
　
私
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る
も
の
あ
る
だ
け
し
あ
わ
せ
だ�

田
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地
　
な
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み
ん
に
服
着
て
も
ら
う
と
う
れ
し
そ
う�

武
入
　
友
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天
　
衣
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え
服
と
同
時
に
心
も
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斉
藤
　
大
地

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
…
中
学
生

…
中
学
生

　「
三 

光
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人
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物
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て
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ス
タ
ー
ト
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志
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け
継
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の
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物
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で
通
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安
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羽
未
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の
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佳 

吟
」
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着
て
回
転
は
し
ゃ
ぐ
女
の
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均

	

　
　
何
気
な
い
着
こ
な
し
上
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で
気
品
あ
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さ
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に
着
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木
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貧
し
さ
を
知
っ
て
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着
に
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宮
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地
　
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
亡
母
の
着
物
が
呼
吸
す
る�

黒
瀬
　
嘉
子

	

天
　
野
良
着
継
ぐ
老
母
の
足
跡
あ
る
温
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丸
山
　
光
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夏
草
に
息
切
れ
せ
し
日
を
思
い
つ
つ
名
月
を
追
う
コ
ス
モ
ス
の
道�

土
居
　
照
代

　
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
け
ば
地
図
で
見
て
子
の
住
む
州
と
の
距
離
を
確
か
む�

難
波
　
良
子

　
菊
の
香
に
思
い
出
さ
れ
る
人
あ
り
て
し
ば
し
佇
む
「
青
空
市
場
」
に�

河
内
　
晶
子

　
短
歌
会
に
行
き
た
し
足
の
無
き
吾
を
迎
え
に
行
く
と
電
話
の
友
は�

山
本
　
豊
子

　
鯖
寿
司
の
良
し
悪
し
の
う
わ
さ
と
び
交
い
て
祭
り
ば
や
し
の
笛
の
音
聞
こ
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国
只
由
紀
子

　
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
と
湯
気
の
ぬ
く
も
り
と
手
の
暖
か
さ
共
に
飲
み
干
す�

中
山
　
文
恵

　
秋
の
夜
に
祭
り
囃
子
の
笛
太
鼓
鎮
守
の
森
は
今
宵
に
ぎ
や
か�

山
﨑
　
智
子

＊12月の課題は「財布」、１月の課題は「希望」です。
　投句の方法…はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－9　津賀公民館放送川柳係までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

＊�町内皆さまのご参加をお待ちして
います。

　�毎月第３木曜日に円城公民館（総
合福祉センター）へ５首までを持
参。合評・互選などをしています。

あ
ら
く
さ
短
歌
会�

（
円
城
公
民
館
）

放
送
川
柳
　
平
成
29
年
10
月
秀
句
　
題
「
着
る
」�

（
津
賀
公
民
館
）

今月の公民館主催行事をお知らせいたします。
※詳しくは各公民館へお問い合わせください。公民館コーナー

開催期日 公民館 行　事　名 時間・会場・内容等
12月１日㈮ 上竹荘 ストレッチ体操教室 午前10時～　参加費300円
12月５日㈫ 豊　野 男性の料理とヤクルト健康教室 午前９時30分～
12月６日㈬ 下竹荘 ヨガ教室 午後７時30分～　参加費200円、ヨガマット（ある人）
12月10日㈰ 納　地 お飾り作り教室 午前９時～　材料費（昼食代含む）1,000円

12月11日㈪・13日㈬・15日㈮ 御　北 お正月用よせ植え☆和風アレンジ 長田・豊岡・新山於  午前10時～  材料代1,500円  申込〆切11/30
12月11日㈪ 上竹荘 はじめての太極拳 午後１時30分～　参加費200円
12月12日㈫ 津　賀 いきいき運動教室 午後１時30分～  ロコモ度チェック＆座ってエアロ  要申込
12月14日㈭ 御　北 ママ♡ヨガ＆リフレクソロジー（足ツボ） 午前10時～　参加費500円スイーツ付　申込〆切12/７
12月16日㈯ 津　賀 フラワー教室：迎春よせ植え 午後１時30分～　材料代1,000円　申込〆切12/７
12月17日㈰ 大　和 サウンドフェスティバル2017 午後１時～　町内アマチュアバンド演奏　入場料無料
12月18日㈪ 吉　川 ３時のおちゃにきてください！ 午後１時～　ゆる体操、ピアノ鑑賞　要申込　参加費100円
12月23日㈯ 吉　川 あったかこたつ会 午前10時～　吉川公民館大集会場　要申込
12月25日㈪ 吉　川 薬膳で健康に！! 午前10時～午後１時　要申込　参加費1,500円
12月27日㈬ 豊　野 いけばな教室 午後１時30分～　要申込　材料費実費

津賀公民館　　☎0867－34－1807　　円城公民館　☎0867－34－1555　　御北公民館　☎0867－35－0550
上竹荘公民館　☎0866－54－1784　　納地公民館　☎0866－54－0971　　豊野公民館　☎0866－54－0194
下竹荘公民館　☎0866－54－0970　　吉川公民館　☎0866－56－7020　　大和公民館　☎0866－55－5974
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「
ハ
ッ
ピ
バ
ー
ス
デ
ィ
ト
ゥ
ユ
ー
。
ハ
ッ
ピ
バ
ー
ス
デ
ィ

ト
ゥ
ユ
ー
。
ハ
ッ
ピ
バ
ー
ス
デ
ィ
デ
ィ
ア
ひ
い
ば
あ

ち
ゃ
ん
。
ハ
ッ
ピ
バ
ー
ス
デ
ィ
ト
ゥ
ユ
ー
。」

と
、
家
族
み
ん
な
で
歌
い
ま
し
た
。
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
と
て
も
う
れ
し
そ
う
に
八
十
六
さ
い
と
書
か
れ
た
ろ

う
そ
く
の
火
を
ふ
き
け
し
ま
し
た
。
み
ん
な
は
、

「
お
め
で
と
う
。」

と
言
っ
て
パ
チ
パ
チ
と
手
を
た
た
き
ま
し
た
。
ひ
い
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
、
五
月
で
八
十
六
さ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
し
ゅ
み
は
、
ち
ぎ
り
絵
で
す
。

小
さ
く
紙
を
ち
ぎ
っ
て
は
、
の
り
で
紙
を
は
り
つ
け
て
、

作
品
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
す
ご
く
細
か
い
の
で
、

「
一
日
中
し
て
も
少
し
し
か
で
き
ん
。」

と
言
っ
て
い
ま
す
。
二
十
年
く
ら
い
前
か
ら
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
ぼ
く
が
保
育
園
の
時
、家
の
人
と
い
っ
し
ょ

に
リ
ー
ス
を
作
る
参
か
ん
日
が
あ
り
ま
し
た
。
ひ
い
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
、
ち
ぎ
り
絵
が
上
手
な
の
で
、

「
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
参
か
ん
日
に
来
て
。」

と
た
の
ん
で
来
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
い
っ
し
ょ
に
作
っ
た
り
し
て
、

す
ご
く
ス
テ
キ
な
リ
ー
ス
が
で
き
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

そ
の
時
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

保
育
園
の
お
茶
会
の
日
は
、
お
か
い
紙
に
色
紙
を

切
っ
て
、
き
せ
つ
の
花
や
く
だ
も
の
な
ど
が
は
っ
て
あ

り
ま
し
た
。
ち
ぎ
り
絵
に
に
て
い
た
の
で
、
家
に
持
っ

て
帰
っ
て
一
番
に
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
見
せ
て
あ
げ
ま

し
た
。
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

「
き
れ
い
じ
ゃ
な
あ
。」

と
か
、

「
上
手
じ
ゃ
な
あ
。」

と
か
言
っ
て
、
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

そ
れ
が
う
れ
し
か
っ
た
の
で
、
い
つ
も
持
っ
て
帰
り
ま

し
た
。

　

ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
お
仕
事
も
よ
く
し
ま
す
。
毎

朝
、
か
ぞ
く
の
た
め
に
お
べ
ん
当
を
作
っ
て
い
ま
す
。

「
の
こ
さ
ず
全
部
食
べ
と
っ
た
ら
う
れ
し
い
。」

と
言
っ
て
ぼ
く
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
お
そ
う
じ
も
い
つ
も
し
て
い
ま
す
。
げ

ん
か
ん
や
に
わ
を
は
い
た
り
、
部
屋
に
そ
う
じ
き
を
か

け
た
り
し
て
い
ま
す
。
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

「
お
も
ち
ゃ
と
か
を
出
し
た
ら
、
出
し
っ
ぱ
な
し
に
し

な
い
で
、
も
と
の
所
へ
か
た
づ
け
な
さ
い
。」

と
言
っ
て
か
た
づ
け
ま
す
。
ぼ
く
も
言
わ
れ
た
こ
と
を

守
っ
て
、
か
た
づ
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
す
る
と
、

「
さ
す
が
お
兄
ち
ゃ
ん
。」

と
ほ
め
て
く
れ
ま
す
。

　

畑
や
か
だ
ん
の
草
と
り
も
す
る
し
、
せ
ん
た
く
物
を

た
た
む
の
も
し
ま
す
。
ぼ
く
が
う
れ
し
い
の
は
、
野
菜

や
魚
の
に
も
の
を
お
い
し
く
作
っ
て
く
れ
る
事
で
す
。

ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
何
で
も
で
き
る
ス
ー
パ
ー
ひ
い

ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。
ぼ
く
は
、
こ
ん
な
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
す
て
き
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

　

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
な
が
生
き
し
て
ほ
し
い
で
す
。

岡
山
県  「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
平
成
28
年
度
）
今
回
は
佳
作
に
輝
き
ま
し
た
、
河
内
晴
希
さ
ん
の

�

「
ぼ
く
の
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「ぼくの
� ひいばあちゃん」

吉川小学校４年

河内　晴希さん
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出会いの出会いの

扉扉

かもがわ図書館 ロマン高原かよう図書館

書　　名 著者・出版社 書　　名 著者・出版社
絵
　
　
　
本

ぞろりぞろりとやさいがね

ZOO どうぶつえん かがみのくに

おなみだぽいぽい

ひろかわさえこ／偕成社

藤田　伸／マルジュ社

ごとうみづき／ミシマ社

ぜったいにおしちゃダメ？

ぴりかちゃんのブーツ

空をつくる

ビル･コッター／サンクチュアリ出版

さとうあや／福音館書店

村尾　亘／小さい書房

児
　
童
　
書

ほねほねザウルス たいけつ！
きょうふのサーベルタイガー
冬眠のひみつ

名画ここどこ

ぐるーぷ・アンモナイツ／岩崎書店

近藤宣昭／PHP研究所

結城昌子／小学館

いっぽんのせんとマヌエル

まほうのゆうびんポスト

プーカの谷 アイルランドのこわい話

マリア･ホセ･フェラーダ／偕成社

やまだともこ／金の星社

渡辺洋子／こぐま社

一
般
実
用
書

おい、マジか。池上彰の「ニュースを疑え！」

ひとつの野菜で作る常備菜

民藝の日本 柳宗悦と『手仕事の日本』を旅する

池上　彰／文藝春秋

庄司いずみ／世界文化社

日本民藝館／筑摩書房

うちの火星人 ５人全員発達障がいの
家族を守るための“取扱説明書”
ニットマルシェ vol. 22 2017 秋／冬

一遍 捨聖の思想

平岡禎之／光文社

日本ヴォーグ社

桜井哲夫／平凡社

一
般
読
み
物

フリーランスぶるーす

ホワイトラビット

棟居刑事の青春の雲海

栗山圭介／講談社

伊坂幸太郎／新潮社

森村誠一／双葉社

母さん、ごめん。50代独身男の介護奮闘記

宗麟の海

星ちりばめたる旗

松浦晋也／日経BP社

安部龍太郎／NHK出版

小手鞠るい／ポプラ社

12月の休館日 かもがわ図書館	 ☎ 0867－34－1115
	  0867－34－1124
ロマン高原かよう図書館	 ☎ 0866－54－1331
	  0866－54－1311

  4日 11日 17日
18日 23日 25日
28日〜H30.1月4日

『ずかん文字』
� 八杉佳穂／監修　技術評論社  ㋺

私たちが普段使っている文字、これは文
字のほんの一部だった！？ 世界には、こん
なにも多様な文字があるのかと驚かされ
ます。文字の形態から時代、文化背景な
どを考察したり、なんと古代のくさび形文
字やヒエログリフを使って、自分の名前や
文章も書けちゃいますよ。子ども向けだけ
ど、大人にも楽しんでもらいたい本です。

『さまざまな苗字  日本全国！ 苗字の分類』
� 黒瀬敏之／著  か

あなたの周りに読めない苗字や変わった苗
字の人はいませんか？ この本は、そんな
全国の苗字を岡山出身の著者が個人で調
べ、まとめた一冊です。では、ここで問題。
『曜日』『日月』『用』なんと読むでしょうか？ 
正解は、前から順に『かがひ』『たちもり』
『たから』。あなたは読めましたか？ 珍しい
誰かさんを探してみてはいかがでしょう。

図
書館だより 2017 年 12 月号

新着図書
案内

お
す
す
め
本

�

紹
介
者
・
片
山
奈
美

※H30年は、１月５日㈮から開館します

クリスマスのおくりもの
＊クリスマス朗読館＊
～時空を超えて 古代中国へ～

12月10日㈰  13：30開演（13：10開場）
ロマン高原かよう総合会館　多目的ホール

　　西遊記
　　スーホの白い馬
　　杜子春　他

朗　　読 　朗読の会　ゆう＆ゆう
特別出演 　中山美保・船曳いちみ・駿河和恵

〈12月６日までにお申し込みください〉

＊体験！ブッククラブ＊
～クリスマス絵本とティータイムの会～

12月16日㈯  14：00
ロマン高原かよう総合会館　女性青年活動室
　クリスマス絵本 約30冊が大集合！
　読んでもらったり、読み合ったり、オーナ
メントを手作りしたり。クッキーのデコレー
ションも楽しみましょう。

おはなしなど 　吉備中央町おはなしや
〈�参加料：200円  12月10日までにお申し込み

ください。詳しくはチラシをごらんください〉
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地域おこし協力隊便り Vol.

32

　地域おこし協力隊の小城です。実は、僕は２年前に自転車で日本１周をし、今年は高梁で行われたレー

スに参加するくらいの自転車好きです。この度、僕たちが感じる吉備中央町の魅力をより多くの人に届

けるため、協力隊の近藤、古賀、田村、新免、井上と一緒に【KIBI CYCLE】をはじめました！

　この町には、車で移動していると見落としてしまうような小さな魅力がたくさんあります。それは畔

道で感じる季節の移り変わりや景色だったり、自然体で接してくれる人だったり。そんな魅力を、気軽

に感じながら移動するため、電動アシスト付きのクロスバイクを使い、この町を巡ることで新しい観光

スタイルを模索しています。

　まず、今年度は、実際にお客様を呼んでモニターツアーを行い、どんなニーズがあるのかを調査。特に、

20−30代の女性をターゲットに絞り、「自転車×癒し」という分野で、新しい観光スタイルを築いてい

こうとしています。女性のユーザーが多い、インスタグラムやFacebookなどSNSを用いて、モニターツ

アーの募集をかけたところ、多くの方に共感していただき、定員を超えるお申し込みをいただきました！ 

これは、本当に嬉しいことで、協力してくださった町の皆さんのおかげです。ありがとうございます。

　今後、【KIBI CYCLE】が発展、持続するよう皆で知恵を出し合い、町に住む皆さんにとって有益とな

る事業として軌道に乗せていきたいです！ また、調査結果をもとに、どんなニーズがあるのかを更に深

堀り、来た人皆が町のファンになり、度々訪れお金をおとし、移住してくれる、そんな事業を目指し活

動していきたいと思います。

　吉備中央町を好きになってもらい、町のファンを増やすためには、私たちの力だけではなく、町の皆

さんの協力が必要不可欠です。まだまだ発展途上の事業ですが、今後ともどうぞよろしくお願いします！

【KIBI CYCLE】はじめます！

注：町では、セラピーリゾートタウン構想を掲げ、［癒
し］をテーマにした観光での地域づくりを進めていま
す。その中で、僕たち地域おこし協力隊は、観光
DMOを設立予定。観光DMOとは、マーケティング（調
査）を元にした地域ごとの観光の提案をしていく観光
庁推奨の事業です。【KIBI CYCLE】はもちろん、町内
の観光地にお客様を呼び込める活動を進め、皆さんと
一緒に吉備中央町の観光を担っていける組織を目指し
ています。

自分たちで収穫したさつま芋を焼き芋にして感動！ 
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町以外からの

お知らせ

11（
い
い
）月
30（
み
ら
い
）

日
は「
年
金
の
日
」で
す
! !

　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
国
民
お
一
人

お
一
人
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
等
を

活
用
し
な
が
ら
、
高
齢
期
の
生
活
設
計

に
思
い
を
巡
ら
し
て
い
た
だ
く
日
」
と

し
て
、
11
（
い
い
）
月
30
（
み
ら
い
）

日
を
「
年
金
の
日
」
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

や
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
、
ご
自
身

の
年
金
記
録
と
年
金
受
給
見
込
額
を
確

認
し
、
未
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用
い

た
だ
く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金

記
録
を
確
認
で
き

る
ほ
か
、
将
来
の

年
金
受
給
見
込
額

に
つ
い
て
、
ご
自

身
の
年
金
記
録
を

基
に
さ
ま
ざ
ま
な

パ
タ
ー
ン
の
試
算

を
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
は
、

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
い
た
だ
く
か
、
高
梁
年
金
事
務
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

高
梁
年
金
事
務
所

�

☎
０
８
６
６

−

２
１

−

０
５
７
０

備
前
地
区
ハ
ン
タ
ー
養
成

講
座
の
実
施
に
つ
い
て

　

岡
山
県
備
前
県
民
局
（
農
林
水
産
事

業
部
森
林
企
画
課
）
で
は
、
銃
猟
狩
猟

者
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

「
備
前
地
区
ハ
ン
タ
ー
養
成
講
座
」
を

実
施
し
ま
す
。
講
座
で
は
、
実
務
経
験

を
積
む
こ
と
を
目
的
に
、
猟
友
会
賀
陽

分
会
に
よ
る
イ
ノ
シ
シ
・
ニ
ホ
ン
ジ
カ

の
駆
除
を
目
的
と
し
た
巻
狩
※
に
受
講

者
20
名
程
度
（
予
定
）
が
同
行
し
ま
す
。

巻
狩
は
12
月
９
日
㈯
に
吉
備
中
央
町

（
賀
陽
エ
リ
ア
）
の
山
林
内
で
行
い
ま

す
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

※�

巻
狩
（
ま
き
が
り
）
と
は
、
イ
ノ
シ
シ
や
ニ

ホ
ン
ジ
カ
な
ど
が
生
息
す
る
狩
場
を
多
人
数

で
四
方
か
ら
取
り
囲
み
、
囲
い
を
縮
め
な
が

ら
獲
物
を
追
い
つ
め
て
射
止
め
る
狩
猟
の
こ

と
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県
備
前
県
民
局

　

農
林
水
産
事
業
部　

森
林
企
画
課

�

☎
０
８
６

−

２
３
３

−

９
８
３
２

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政

策
金
融
公
庫
）が
サ
ポ
ー
ト
！

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校

や
外
国
の
高
校
、
大
学
等
に
入
学
・
在

学
す
る
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭

を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で

す
。

◯�

融
資
額　
お
子
さ
ま
１
人
に
つ
き

３
５
０
万
円
以
内

◯
金　
　
利　
年
１
・
81
％

※�

母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
、
年
１
・

41
％
（
平
成
29
年
９
月
13
日
現
在
）

◯
返
済
期
間　
15
年
以
内

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
、
18
年
以
内

◯
Ｈ　
　
Ｐ

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で
検
索

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
５
７
０

−

０
０
８
６
５
６

�

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

ま
た
は

�

☎
０
３

−

５
３
２
１

−

８
６
５
６

飲
酒
運
転
の
根
絶
と
年
末

年
始
の
交
通
事
故
防
止

　

年
末
年
始
は
、
忘
年
会
、
新
年
会
な

ど
お
酒
を
飲
む
機
会
が
多
く
な
り
ま
す

が
、
飲
酒
運
転
は
、
人
の
命
を
脅
か
す

極
め
て
危
険
で
悪
質
な
「
犯
罪
」
で
す
。

絶
対
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
年
末
年
始
は
仕
事
や
買
い
物

な
ど
で
人
も
車
も
多
く
な
り
が
ち
と
な

り
、
前
方
不
注
意
や
安
全
不
確
認
を
原

因
と
す
る
交
通
事
故
の
発
生
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
楽
し
い
年
末
年
始
を
過
ご
す

た
め
に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

○�

飲
ん
だ
ら
絶
対
に
乗
っ
て
は
い
け
ま

せ
ん
！

・�

飲
酒
運
転
に
お
酒
の
量
や
乗
る
距
離

は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

・�

お
酒
を
飲
ん
だ
ら
、す
ぐ
近
所
で
も
、

絶
対
に
車
を
運
転
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。

・�

運
転
す
る
人
に
お
酒
を
す
す
め
る
こ

と
、
飲
酒
を
し
た
人
に
車
を
提
供
す

る
こ
と
、
飲
酒
を
し
た
人
の
運
転
す
る

車
に
同
乗
す
る
こ
と
も
い
け
ま
せ
ん
。

○
安
全
確
認
の
徹
底

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
、
焦
り
を
抑
え

て
、
特
に
交
差
点
で
は
、
ス
ピ
ー
ド
を

落
と
し
て
安
全
確
認
を
確
実
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
の
方
も
、

安
全
確
認
は
確
実
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
薄
暮
時
・
夜
間
の
外
出
時
に
は
夜

光
反
射
材
（
特
に
リ
ス
ト
バ
ン
ド
が
お

す
す
め
）
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課

�

☎
０
８
６

−

２
３
４

−

０
１
１
０

Info
rmation
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Information

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

「O
kayam

a Free W
i-Fi

」

�

に
つ
い
て

　

県
で
は
、
今
年
11
月
か
ら
県
有
施
設

に
お
い
て
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ「O

kayam
a 

Free W
i-Fi

」
の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
提
供
し
て
い
た

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
「
お
か
や
ま
モ
バ
イ

ルSPO
T

」
に
比
べ
、
簡
単
な
登
録
方

法
で
利
用
で
き
ま
す
。

○
利
用
可
能
場
所

　

�

県
庁
１
Ｆ
県
民
室
、
県
立
図
書
館
１

Ｆ
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
、
旧
閑
谷
学
校
な

ど
27
の
県
有
施
設

○
利
用
可
能
時
間　
１
回
30
分

※
回
数
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

○�

利
用
方
法
等　
初
回
接
続
時
に
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
又
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ
ウ
ン

ト
に
よ
り
利
用
登
録
。
フ
リ
ー

W
i-Fi

ア
プ
リ
「Japan Connected 

free W
i-Fi

」
で
の
利
用
も
可
能
。

○�

そ
の
他　
「
ご
当
地W

i-Fi

」
と
し
て
、

観
光
地
や
店
舗
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

施
設
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
導

入
を
進
め
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県　

情
報
政
策
課

�

☎
０
８
６

−

２
２
６

−

７
２
６
５

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

�http://w
w
w
.pref.okayam

a.jp/
soshiki/20/

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
注
意
し

ま
し
ょ
う

　

こ
れ
か
ら
は
、「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中

毒
」
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
力
は
非
常
に
強
く
、

少
量
で
も
手
指
や
食
品
な
ど
を
介
し
て

感
染
し
、
大
規
模
な
食
中
毒
な
ど
集
団

発
生
を
起
こ
し
や
す
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
１
～

２
日
後
に
嘔
吐
、
下
痢
、
腹
痛
な
ど
を

発
症
し
ま
す
。
特
に
子
ど
も
や
高
齢
者

は
症
状
が
重
篤
化
し
や
す
い
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

　

予
防
で
特
に
重
要
な
の
は「
手
洗
い
」

で
す
。
ト
イ
レ
の
後
や
調
理
前
、
食
事

前
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、
調
理
中
も
こ
ま

め
に
、丁
寧
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。
特
に
、

患
者
の
嘔
吐
物
や
便
に
は
大
量
の
ウ
イ

ル
ス
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
処
理
の

際
は
マ
ス
ク
や
手
袋
の
着
用
、
手
洗
い

の
徹
底
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
食
品
を
中
心
部
ま
で
「
加
熱

（
85
℃
～
90
℃
で
90
秒
以
上
）」
す
る
こ

と
、
調
理
器
具
や
食
器
、
布
巾
な
ど
は

十
分
に
洗
浄
し
熱
湯
や
塩
素
系
漂
白
剤

で
「
消
毒
」
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
予
防
方
法
を
普
段
か
ら
心

が
け
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒

を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県　

生
活
衛
生
課

�

☎
０
８
６

−

２
２
６

−

７
３
３
８

「
岡
山
県
×
ゼ
ク
シ
ィ
縁
結
び 

ご
当
地
結
び
ト
リ
ッ
プ 

in 

岡

山
～
癒
し
と
出
会
い
の
旅
～
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
「
結
婚
を
希
望
し
て
い
る
け
ど
、
な

か
な
か
出
会
い
が
な
い
」と
い
う
方
へ
。

県
が
進
め
る
結
婚
支
援
の
取
組
と
し

て
、
東
京
及
び
大
阪
近
郊
在
住
の
県
内

出
身
の
女
性
や
岡
山
県
に
興
味
を
持
つ

女
性
と
県
内
在
住
男
性
を
対
象
に
、「
岡

山
県
×
ゼ
ク
シ
ィ
縁
結
び　

ご
当
地
結

び
ト
リ
ッ
プ 

in 

岡
山
～
癒
し
と
出
会

い
の
旅
～
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

初
日
は
、
海
の
見
え
る
会
場
で
の

デ
ィ
ナ
ー
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
男

性
参
加
者
に
は
、
女
性
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
、
女
性
参
加

者
に
は
岡
山
県
の
魅
力
を
お
伝
え
す
る

特
別
企
画
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

２
日
目
は
、
お
か
や
ま
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト　

ノ
ー
ス
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
で
の
体
験
活
動
や
ラ
ン
チ
交
流
パ
ー

テ
ィ
ー
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

素
敵
な
出
会

い
が
き
っ
と
あ

り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

●
開
催
日

　

平
成
30
年
１
月
13
日
㈯
～
14
日
㈰

●
参
加
資
格

　

20
歳
～
40
歳
く
ら
い
ま
で
の
独
身
の
方

●
募
集
人
数

　

男
女
各
25
名

●
参
加
費　
１
２
，０
０
０
円

●
申
込
期
間

　

平
成
30
年
１
月
12
日
㈮
ま
で

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県　

子
ど
も
未
来
課

�

☎
０
８
６

−

２
２
６

−

７
３
４
７
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みなさんからお便り・みなさんからお便り・
イラスト・写真をイラスト・写真を

お待ちしています。お待ちしています。

みんなのみんなの
ページページ

おめでとう
満１歳

いつも、たくさんの笑顔を
ありがとう。これからも、
元気に育ってね。

● 平成28年12月８日生まれ 池い
け
も
と本  

成な
の
は花 

ち
ゃ
ん
（
上
田
東
）

のんびりすくすく大きく
なって頂戴ね。

● 平成28年12月９日生まれ 木き

だ田  

多た

み美 

ち
ゃ
ん
（
上
野
）

Happy
 Birthday!

　９月29日から30日の２日間、ギリシャで行
われたウルトラマラソンレース「スパルタスロ
ン2017」に参加し、246kmを完走しました。
世界各国から厳しい出場資格を得て、365人の
選手が出場。日中の気温が30度以上になる中、
246kmを制限時間の36時間以内に走らなけれ
ばならないうえ、コース途中には標高1150m
の山越えがあるなど、体力と強い精神力が要求
されるレースです。
　今年は、気温が高くならず涼しいレースでし
たが、中間地点を過ぎた頃、胃の硬直が原因で、
食べ物を受けつけなくなりました。しかし、胃
を指でマッサージすることでわずかながら回
復し、ゴールすることができました。

お便りありがとうございます。

　私自身還暦を迎
えて挑んだレース
だったため、今ま
で以上に「完走し
たい」という強い
思いがありまし
た。無事に完走す
ることができた
今、会社の皆さん
をはじめ友人、走友等多くの方の応援やご協力
に感謝しています。また、今後も健康や体力づ
くりに励みたいと思います。

　ゴールタイム：35時間27分54秒
　完 走 順 位：235位

ギリシャ「スパルタスロン2017」246kmを完走しました！
�  秋山　茂則さん（北）
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―
カ
ラ
ダ 

コ
コ
ロ 

喜
ぶ 

ス
パ
イ
ス
料
理

＊
雑
貨
＊
音 

を
み
な
さ
ん
に
届
け
た
い
―

●
移
住
前
の
仕
事
は
？

　
結
婚
し
た
当
時
は
、
神
奈
川
県
に
住
ん
で
お
り
、
二

人
で
カ
レ
ー
屋
を
経
営
し
て
い
ま
し
た
。

●
な
ぜ
移
住
を
決
め
た
の
か
？

　
お
店
を
す
る
中
で
、
自
分
達
で
作
っ
た
野
菜
を
使
っ

て
料
理
を
提
供
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
子
育
て

す
る
の
に
も
、
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
へ
移
住
し
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
妊
娠
７
カ
月

の
時
に
震
災
が
起
こ
り
、
移
住
を
決
断
し
ま
し
た
。
和

気
町
、
美
咲
町
を
経
て
、
日
当
た
り
が
よ
く
、
自
分
が

好
き
な
よ
う
に
リ
フ
ォ
ー
ム
で
き
る
物
件
を
探
す
中
、

吉
備
中
央
町
に
出
逢
い
ま
し
た
。

●
カ
レ
ー
屋
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　

二
十
代
の
頃
、
写
真
を

撮
り
に
イ
ン
ド
・
中
国
へ

通
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
中
、薬
草
の
種
や
葉
、根
、

木
の
皮
等
の
ス
パ
イ
ス
を

使
っ
た
料
理
を
毎
日
食
べ
る
中
で
、
そ
の
お
い
し
さ
に

魅
了
さ
れ
、
カ
ラ
ダ
も
元
気
に
な
る
の
を
実
感
し
ま
し

た
。
そ
れ
以
来
、
自
分
で
ス
パ
イ
ス
料
理
を
作
る
よ
う

に
な
っ
た
の
が
、
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

●
最
後
に
一
言

　
現
在
、「
ま
か
ら
も
」
と
い
う
店
名
で
マ
ル
シ
ェ
等

へ
イ
ベ
ン
ト
出
店
し
、
ス
パ
イ
ス
料
理
と
手
づ
く
り
雑

貨
を
販
売
、
ラ
イ
ブ
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
は
、
子
育
て
中
心
の
生
活
で

す
が
、
徐
々
に
出
店
、
ラ
イ
ブ

の
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
、
こ
の
「
ま
か
ら
も
」
の

看
板
を
見
か
け
た
際
に
は
、
ぜ

ひ
一
度
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

まちと
つながる

坂爪　章恭 さん
　　みどり さん
� ご家族（西）

新生活の地として、なぜこの地を選
んだのか、移住者を魅了するものは
何なのか？ 移住者のさまざまな思い
を聞きました。

Second Home❺ 平成27年11月に美咲町から吉備
中央町へ移住しました。現在は、
夫、妻、子ども3人の5人で生活
しています。また、子育てをしな
がら、無農薬の野菜作りやブルー
ベリーの栽培に励んでいます。

Profile

インドの家庭料理
ジャガイモの「サブジ」

岡山乗馬倶楽部

  西崎　純郎 さん（下加茂）

　馬を通じて社会を変えたいと思い取り組んできたので、大賞に選んでいただいてとても光栄に思います。
今後も、ご支援、ご協力していただいた町や乗馬関係者の皆さんに感謝するとともに、しっかり恩返しして
いきたいです。今後の取り組みとしては、馬を利用した観光・医療・災害救助に力を入れていきたいと考え
ています。そして、来年度、吉備高原学園高校で馬術部を設立する予定です。

Comment

　10月16日、岡山県内の各業界で活躍する若手経営者の方を顕彰
する「オカヤマアワード」の授賞式が岡山市内で行われ、岡山乗馬
倶楽部の西崎純郎さんが「ベスト オブ ザ イヤー2017」大賞に選
ばれました。オカヤマアワードは、地域活性化と人材育成を目的に
2010年に創設。それ以後、町内で２人目の大賞受賞者となりました。

活動実績
●2009年	 株式会社岡山乗馬倶楽部を創業
●2013年	 障がい者乗馬スポーツ支援団体「NPO法人うーまらいぜーしょん森の風」
	 株式会社吉備高原PAKARAを創業（日本初のホースセラピーを用いた障がい者就労支援施設）
●2016年	 NPO法人吉備高原サラブリトレーニングを開所（日本初の引退サラブレッド再調教専門施設）

オカヤマアワード2017大賞を受賞

写真集
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今
月
号
の
表
紙

▼
今
月
号
の
表
紙
は
、
当
番
祭
で
行

わ
れ
た
神
事
の
様
子
で
す
。
当
番
様

２
人
は
緊
張
し
た
面
持
ち
で
玉
串
を

供
え
、
家
内
安
全
や
無
病
息
災
を
祈

願
し
ま
し
た
。

編
集
後
記

▼
新
年
の
あ
い
さ
つ
状
と
し
て
親

戚
・
友
人
・
会
社
関
係
者
等
に
送
ら

れ
る
「
年
賀
状
」
を
皆
さ
ん
は
、
ど

ん
な
ふ
う
に
書
い
て
い
ま
す
か
。

　
年
賀
状
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
学

生
の
頃
は
、
表
書
き
は
も
ち
ろ
ん
、

裏
側
も
手
で
一
生
懸
命
書
い
て
い
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
最
近
は
作
成
を
代
行
し

た
り
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
短
時
間

で
作
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
送
ら
れ

て
く
る
年
賀
状
も
手
書
き
は
ほ
と
ん

ど
目
に
す
る
こ
と
が
な
く
な
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
状
況
の
中
、
稀
に
見
か

け
る
手
書
き
の
年
賀
状
。
手
間
暇
を

か
け
て
作
ら
れ
た
手
書
き
の
年
賀
状

を
受
け
取
る
と
、
送
る
側
の
気
持
ち

が
伝
わ
っ
て
き
て
心
が
温
ま
る
と
同

時
に
、
両
親
か
ら
「
字
は
人
を
表
す

も
の
だ
か
ら
丁
寧
に
書
き
な
さ
い
」

と
言
わ
れ
、
丁
寧
に
書
く
こ
と
を
心

が
け
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。

　
今
年
は
、
送
る
側
も
受
け
取
る
側

も
「
ホ
ッ
と
♡
」
嬉
し
く
な
る
、
そ

ん
な
年
賀
状
を
お
世
話
に
な
っ
た
人

に
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
出
来
る
限

り
手
書
き
で
書
い
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。�

田
淵

EVENT INFORMATIONEVENT INFORMATION
イイベンント情情報

ORANGE RANGE 
 LIVE TOUR 017-018 ～UNITY～

開 催 日　2018年1月28日㈰
開催場所　ロマン高原かよう総合会館
時　　間　開場 17：00　開演 17：30
チ ケ ッ ト 金 額 　全席指定 5,800円（好評発売中）
※�小学生以上の方はチケット必要となります。未就
学児童のご入場は同行の保護者の範囲内で、周り
のお客様のご迷惑にならないようにご覧いただく
ことを大前提とさせていただきます。

チケット発売場所 	 チケットぴあ「Ｐコード：338-044」	 ☎0570－02－9999
	 ローソンチケット「Ｌコード：62702」	 ☎0570－084－006
	 ロマン高原かよう総合会館	 ☎0866－54－1301

お問い合わせ先 　キャンディープロモーション岡山　☎086－221－8151

クリスマスカップリングパーティー
 in ル・メルシェ 開催

　吉備中央町結婚推進協議会、高梁市まちづくり結婚推進連絡会、新見市結婚推
進協議会合同で、婚活イベントを開催します。クリスマス前に素敵な方との出会
いを見つけませんか。
日　　時 　平成29年12月９日㈯　16：30～20：00
場　　所 　ル・メルシェ（岡山市北区大元上町８－33）
参加資格 　25歳～45歳くらいまでの独身男女　※男女とも地域制限はありません
募集定員 　男女各20名（計40名）　　 参 加 費 　男性 3,000円　女性 2,500円
締 切 日 　11月30日㈭　※応募者多数の場合抽選となります
そ の 他 　男女ともドレスコードがあります。
主　　催 　吉備中央町結婚推進協議会・高梁市まちづくり結婚推進連絡会・新見市結婚推進協議会
　　　　　（吉備中央町結婚推進協議会事務局　定住促進課　☎0867－34－1116）
お申し込み・お問い合わせ先

　有限会社チアーズ（担当：山根）　〒710-0001　岡山県倉敷市三田76-1
　☎086－484－0020（10時～18時　土日祝OK）　HP　http://cheer-s.com/171209
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走り抜けるぞ！TOPIC 1
　10月20日、かもがわ総合スポーツ公園で町内小学校陸上記録会が
開催されました。
　大会には、町内９小学校の５、６年生児童170人が参加し、60メー
トルハードル走をはじめ、100メートル走や走り幅跳びなどの６競技
で自己記録の更新を目指しました。
　前日の雨で足元が悪い中、児童たちは、同級生や先生、保護者の声
援を受けながら練習の成果を発揮していました。
　なお、各種目の一位は次のとおりです。
　（敬称略、（新）は新記録）

【60ｍハードル走】
５年女子　菅野　杏莉（上竹荘）　12秒２
５年男子　山下　　輝（豊　野）　10秒９（新）
６年女子　寺本　咲耶（吉備高原）　11秒３
６年男子　中瀨　颯馬（吉備高原）　10秒４
６年男子　菅野涼太朗（豊　野）　10秒４

【100ｍ走】
５年女子　菅野　杏莉（上竹荘）　16秒２
５年男子　安延　銀太（上竹荘）　15秒３
６年女子　寺本　咲耶（吉備高原）　15秒７
６年女子　大木咲都樹（上竹荘）　15秒７
６年男子　中瀨　颯馬（吉備高原）　14秒５

【走り高跳び】
５年女子　大木　南緒（下竹荘）　105㎝
５年男子　 山　拓海（大　和）　110㎝
６年女子　寺本　咲耶（吉備高原）　115㎝
６年男子　齊藤　大地（上竹荘）　120㎝
６年男子　新川　行将（津　賀）　120㎝

【走り幅跳び】
５年女子　葛原和可奈（円　城）　284㎝
５年男子　安延　銀太（上竹荘）　357㎝
６年女子　石井　花歩（上竹荘）　293㎝
６年女子　小室　晴奈（豊　野）　293㎝
６年男子　神崎　晴輝（上竹荘）　354㎝

【ソフトボール投げ】
５年女子　蝿原　咲喜（円　城）　33ｍ24
５年男子　大住　智裕（吉備高原）　38ｍ58
６年女子　坂井　　鈴（吉　川）　40ｍ53
６年男子　金森　珀翔（御　北）　47ｍ30

【400ｍリレー】
女子　寺本咲耶、高見静里奈、清本萌南、古好未侑
	 （吉備高原）　１分４秒６
男子　中瀨颯馬、大住智裕、本郷竜乃介、森　虹太朗
	 （吉備高原）　１分１秒７

吉川八幡宮当番祭TOPIC 2
　10月22日、県下三大祭りの一つである、吉川八幡宮当番祭（県指定重要無形民
俗文化財）が開催されました。当日は、台風接近のため御神幸や走り比べは行わず、
神事のみが行われました。今回、当番様となった沼本晄祁さんと山本悠斗さんが
無病息災や五穀豊穣を願い玉串を供えました。２人は「歴史あるお祭りなので、
これからもずっと続いてほしい」と話していました。

PHOTO
TOPICS
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22世紀の理
ふ る さ と

想郷  吉備中央町

子どもたちの笑い声があふれる　懐かしくて新しい　ふるさとの創造

【編集発行】
吉備中央町企画課　〒716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野1-2　　☎ 0866-54-1314　  0866-54-1307
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　E-mail kikaku@town.kibichuo.lg.jp

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。

火災・救急
テレホンガイド

人口の
　うごき

人　口　11,889人（−19） 男　5,735人（−６）
女　6,154人（−13） 世　帯　5,552戸（−13）

●火 災 情 報  ☎086－226－0119（現在の火災情報）

●岡山市内救急病院案内  ☎086－231－0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

※平成29年11月１日現在　（　）は前月との増減

ご寄附に感謝します  育英資金（敬称略）
香典返し（金一封）  堀　みさ子（北）、文谷　武史（岡山市北区）、土居　　晃（和　田）
退院祝い（金一封）  堀　　幸子（北）
この育英資金は皆さまからのご寄附によって運営しています。会計管理室、各支所、出張所でご寄附を随時受け付けています。

　地域の方の田んぼを借受け、５月に田植えをし順調に
育った稲が収穫の時期を迎え、秋晴れの９月15日園児
と一緒に稲刈りをしました。
　先生や田んぼの所有者の方の指導のもと園児は、慣れ
た手つきで楽しく稲刈りをしていました。その姿がとて
も愛らしかったです。収穫した稲は、保育園に持ち帰り
園の外に干して、千歯こきをして精米した後、園の給食

で食べるとのことでした。このような体験を通して地域の方との交流ができ、将来の役に立て
ればよいと思いました。

愛育委員会活動報告 上竹支部

１日350ｇ　両手１杯の緑黄色野菜　両手２杯の淡色野菜を
生活習慣病予防のために食べよう！

栄養委員さんからの One Point アドバイス

＊りんごのスライスを入れても美味しいです。
＊ポン酢、ソース、マヨネーズ、ケチャップ、何をつけてもＯＫ！
＊子どもと一緒に作ってみてくださいね。

材　　料  作　り　方
豚バラ肉（切り落とし） 	  200ｇ
白菜の葉（千切り） 	  １枚
人参（千切り） 	  50ｇ
しめじ 	  ４本
スライスチーズ 	  １枚
小麦粉 	  適量
パン粉 	  適量
卵 	  適量
揚げ油 	  適量

１．�白菜、人参、しめじ、ス
ライスチーズを豚バラ肉
で包む。

２．�卵、小麦粉、パン粉の順
にまぶす。

３．�油でキツネ色になるまで
揚げる。

豊野栄養委員からのおすすめ野菜料理
今月の旬の野菜『白菜』 白菜のロールとんかつ（２人分）

（１人あたり）　エネルギー：310kcal　たんぱく質：20.2g　カルシウム：54.5mg　 食塩：0.3g
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